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ニトリロトリアセトアミド(NTA アミド)をシリカビーズに含浸させた吸着材を用いて、核分裂生成物(FP)、3

価のランタノイド(Ln(III))及びマイナーアクチノイド(MA(III))に対する吸着及び溶離特性をバッチ試験及び

カラム試験で明らかにした。 
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1. 緒言 

抽出クロマトグラフィによる MA(III)/Ln(III)分離工程のフローシート構築の一環として、NTA アミドをシ

リカビーズに含浸させた吸着材を用いてカラム試験を実施し、FP、Ln(III)及び MA(III)の吸着・溶離挙動を評

価した。試験に先立ち、金属イオン（Ru, La, Nd）及び RI（241Am, 244Cm, 152Eu）を含有する硝酸溶液に対して

1 段のバッチ吸着試験で分配係数(Kd)を求め、カラム試験の条件を決定した。 

 

2. 実験 

バッチ試験  NTA アミドの一種である HONTA 及び

TOD2EHNTA をシリカビーズにそれぞれ含浸させた吸着材

と金属イオン及び RI を添加した水相をそれぞれ 1:10 の固

液比で混合し、2 時間横振り振とうを加えた。その後、シリ

ンジフィルターで上澄み液をろ過・分取して分析し、各金

属イオンの Kd の硝酸濃度依存性を調べた。カラム試験 減

圧脱気操作を行った HONTA 含浸吸着材を樹脂カラム(ポリ

カーボネート製、内径 9mm、長さ 300mm)に振動充填し、

コンディショニングを行った。その後、RI を添加した試験

溶液、溶離液の順で送液し、カラムからの流出液を分取し

た。なお、コールド試験及びホット試験を別々に実施した。

測定・分析 水相中の RI の定量分析は放射能測定装置、そ

の他の金属の定量分析は ICP-MS で行った。試験前後の金

属濃度から Kd及び濃度比(C/C0)を算出した。ここで、C0は

試験前の金属濃度、C は試験後の金属濃度を示す。 

3. 結果・考察 

 コールド及びホット条件下の吸着溶離曲線を図 1 及び 2

にそれぞれ示す。溶離の順序は Ru≥La>Eu>Nd>Cm>Am とな

った。Ru、La 及び Eu は 2 BV 付近にピークを持つシャープ

な吸着溶離曲線を示し、吸着せずに速やかに溶離した。一

方、Am 及び Cm は Ru、Ln に比べて遅れて溶離し、1～8 BV

の範囲で広範な曲線を描いた。硝酸濃度 0.1 mol/dm3でのバ

ッチ試験の Kdは MA>Ln であるため、カラム試験において

も同様の傾向が反映されたと推察される。 
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図 2. ホット条件下の吸着溶離曲線(金属:Eu, Am, Cm 

硝酸濃度:0.1 mol/dm3 流量:0.11 ml/min) 

 

図 1. コールド条件下の吸着溶離曲線(金属:Ru, La, 

Nd 硝酸濃度:0.1 mol/dm3 流量:0.11 ml/min) 

     (a)死容量、(b)試験溶液、(c)溶離液 
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